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１． 目的 

 本研究の目的は、教師の職業的社会化において、

期待されるある一定の行動様式である「役割」がど

のように機能し、教師のパーソナリティである「魅

力」とどのような関係性があるのかについて考察す

ることである。 

 

２． 研究方法 

１） 対象者 現職の小学校教師３名 

２） 調査方法 グループでの半構造化インタビ

ュー 

３） 分析方法 得られた語りをトランスクリプ

トに起こし、職業的社会化の「役割」という

視点から共通性および独自性を見出しなが

ら解釈し、考察した。 

 

３． 結果と考察 

１）  初任期の職業同一化については、３名に似

たような語りが得られた。３名とも一般理論

通り、具体的な方法はそれぞれであるものの、

初任期はモデルや準拠枠を周囲に設定し職

業同一化が進んだ。さらに、その設定によっ

て自己社会化が方向づけられるということ

も一般理論通り解釈された。 

２）  教師に求められる役割の認識や実際に遂

行される教師行動については、３名に異なる

口述が得られら。役割の認識については、「教

師としての自分」と「素の自分」の重なり具

合が影響を与えることが推測された。教師行

動については、「教師としての自分」という

役割を遂行する中で、「素の自分」の表出の

させ方がアイデンティティであり、他者から

魅力として捉えられるのではないかという

ことが推測された。 

３）  「素の自分」はそれぞれであるものの、共

通して「子どものため」という意識が根底に

あるという口述が得られたことから、ベクト

ルが子どもに向いていると表出した際によ

り魅力的にうつることが推測された。 

 

図１ 職業的社会化における「役割」と魅力の構造 

 

４． 結論 

 本研究では、初任期に形成された「教師らしさ」

を基に、「教師としての自分」という役割を遂行する

中で、「素の自分」の表出のさせ方がアイデンティテ

ィであり、他者から魅力として捉えられるのではな

いかということが推測された。また、「素の自分」の

ベクトルが子どもに向いていると、表出した際によ

り魅力的にうつることが推測された。 
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